
　京都府では、令和３年１０月１日から１０月２１日までの間、営業時間の

短縮の要請に、全面的に御協力いただける京都市域及び山城・乙訓地域の

飲食店等の施設に対して、協力金の一部を早期支給します。

　今回申請をされた方は、要請期間終了後、必ず、
全要請期間に対する協力金の申請手続きを行ってください。
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◆よくある質問と回答

質 問 項 目質 問 項 目 回 　 　 答回 　 　 答

①
要請期間中、全ての日において、

要請に応じなければ協力金は

支給されないのか。

要請期間中の全ての日において要請に御協力ください。

事情により協力開始が遅れた場合も理由書の添付をいただいた上

で、協力金の対象としますが、協力開始日から要請期間の最終日ま

で、定休日等の店休日を除き、連続して要請に応じていただく必要が

あります。

なお、早期支給の申請に当たっては、要請の協力日数が１０日以上

見込まれることが必要です。

②
時短営業ではなく、終日休業した

場合は協力金の対象になるのか。

もともと21時より遅く営業している京都府新型コロナウイルス感染防

止対策認証制度の認証店（以下、「認証店舗」という。）又はもともと20

時より遅く営業している非認証店舗が、時短ではなく終日休業された

場合で、協力金の支給要件を満たしている場合は対象となります。

③

通常営業で、21時より遅く営業して

いた認証店舗認証店舗が、営業時間を21時

までに短縮すれば、協力金の対象

となるのか。

営業時間を21時までに短縮した上で、酒類の提供を20時30分までに

終了し、支給要件を満たせば、協力金の対象となります。

京都府新型コロナウイルス感染防止対策認証制度（以下、「認証制

度」という。）は、飲食店における感染防止の取組を第三者である京

都府が認証することで、府民のみなさま、事業者のみなさま双方に

とって安心・安全な環境の整備を図るものであることから、認証の取

得をお願いします。

④

通常営業で、21時に閉店していた

認証店舗認証店舗が、営業時間を21時

（酒類提供を20時30分まで）にす

れば、協力金の対象となるのか。

通常の営業時間が21時までの認証店舗は、時短要請の対象ではな

いため、協力金の対象にはなりません。

認証制度は、飲食店における感染防止の取組を第三者である京都

府が認証することで、府民のみなさま、事業者のみなさま双方にとっ

て安心・安全な環境の整備を図るものであることから、認証の取得を

お願いします。

⑤

通常営業で、21時に閉店していた

認証店舗認証店舗が、営業時間を20時に

短縮すれば、協力金の対象となる

のか。

通常の営業時間が21時の認証店舗が、自主的に酒類の提供を19時

30分までに終了し、20時に営業時間を短縮していただいても、時短要

請の対象ではないため、支給対象にはなりません。

認証制度は、飲食店における感染防止の取組を第三者である京都

府が認証することで、府民のみなさま、事業者のみなさま双方にとっ

て安心・安全な環境の整備を図るものであることから、認証の取得を

お願いします。

⑥

通常営業で、21時に閉店していた

非認証店舗非認証店舗が、営業時間を20時に

短縮すれば、協力金の対象となる

のか。

認証取得以前については、営業時間を20時までに短縮した上で、酒

類の提供を19時30分までに終了し、支給要件を満たせば、支給対象

となります。

通常営業で、21時に閉店していた

非認証店舗が、要請期間中に要請期間中に

認証を取得し、認証を取得し、引き続き20時まで

の時短営業をした場合、協力金の

対象となるのか。

認証取得以降は、21時までの時短要請となることから、自主的に20

時に営業時間を短縮していただいても、時短要請の対象にならない

ため、協力金の対象にはなりません。

認証制度は、飲食店における感染防止の取組を第三者である京都

府が認証することで、府民のみなさま、事業者のみなさま双方にとっ

て安心・安全な環境の整備を図るものであることから、認証の取得を

お願いします。
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